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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 信 号 及 び 電 気 信 号 を 少 な く と も 一 方 か ら 他 方 に 変 換 す る た め の 光 サ ブ ア セ ン ブ リ と 、
　 第 １ 面 を 有 し 、 複 数 の 第 １ パ ッ ド を 前 記 第 １ 面 に 備 え る 第 １ 基 板 と 、
　 第 ２ 面 を 有 し 、 複 数 の 第 ２ パ ッ ド を 前 記 第 ２ 面 に 備 え 、 前 記 複 数 の 第 １ パ ッ ド の そ れ ぞ  
れ と 前 記 複 数 の 第 ２ パ ッ ド の 対 応 す る １ つ か ら な る 一 対 の パ ッ ド が 対 向 す る よ う に 配 置 さ  
れ た 第 ２ 基 板 と 、
　 対 向 す る 前 記 一 対 の パ ッ ド を 接 合 す る ハ ン ダ と 、
前 記 第 １ 基 板 の 前 記 第 １ 面 に 接 触 し て 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 の 間 に 介 在 す る 複 数 の
第 １ 絶 縁 壁 と 、
前 記 第 ２ 基 板 の 前 記 第 ２ 面 に 接 触 し て 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 の 間 に 介 在 す る 複 数 の
第 ２ 絶 縁 壁 と 、
　 を 有 し 、
前 記 複 数 の 第 １ 絶 縁 壁 は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 複 数 の 第 １ パ ッ ド の 隣 同 士 の 間 に 存 在 し 、
前 記 複 数 の 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 そ れ ぞ れ 、 前 記 複 数 の 第 ２ パ ッ ド の 隣 同 士 の 間 に 存 在 し 、
前 記 複 数 の 第 １ 絶 縁 壁 の そ れ ぞ れ と 、 前 記 複 数 の 第 ２ 絶 縁 壁 の 対 応 す る １ つ は 、 一 対 の 絶  
縁 壁 を 構 成 し 、
　 前 記 一 対 の 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 に 垂 直 な 方 向 に 一 直 線 上 に 対 向 せ ず 、
対 向 す る 前 記 一 対 の パ ッ ド の い ず れ に も 重 な ら ず に 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 に 沿 っ た  
方 向 に 隣 り 合 っ て い る こ と を 特 徴 と す る 光 モ ジ ュ ー ル 。

請求項の数　7　（全10頁）
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【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 第 １ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 ２ 基 板 の 前 記 第 ２ 面 に 接 触 し 、
　 前 記 複 数 の 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 第 １ 面 に 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る  
光 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 第 １ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 ２ 基 板 の 前 記 第 ２ 面 に 接 触 せ ず 、
　 前 記 複 数 の 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 第 １ 面 に 接 触 し な い こ と を 特 徴 と す る 光  
モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 絶 縁 壁 は 、 相 互 に 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と す る 光 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 一 対 の 絶 縁 壁 は 、 相 互 に 接 触 し な い こ と を 特 徴 と す る 光 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 第 １ 絶 縁 壁 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 複 数 の 第 １ パ ッ ド の 前 記 隣 同 士 の 方 向 に 、 前  
記 ハ ン ダ の 全 体 に 隣 り 合 い 、
　 前 記 複 数 の 第 ２ 絶 縁 壁 の そ れ ぞ れ は 、 前 記 複 数 の 第 ２ パ ッ ド の 前 記 隣 同 士 の 方 向 に 、 前  
記 ハ ン ダ の 全 体 に 隣 り 合 う こ と を 特 徴 と す る 光 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、
　 前 記 複 数 の 第 １ 絶 縁 壁 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 ソ ル ダ ー レ ジ ス ト か ら な る こ と を  
特 徴 と す る 光 モ ジ ュ ー ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 モ ジ ュ ー ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 光 モ ジ ュ ー ル は 、 光 伝 送 装 置 に 多 く 用 い ら れ 、 光 信 号 と 電 気 信 号 の 間 の 変 換 を 高 速 で 行  
う 機 能 を 提 供 し て い る 。 光 モ ジ ュ ー ル は 、 レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド や フ ォ ト ダ イ オ ー ド を 含 ん  
だ 光 サ ブ ア ッ セ ン ブ リ と 制 御 用 の プ リ ン ト 基 板 （ Ｐ Ｃ Ｂ ） を 備 え て い る 。 光 サ ブ ア ッ セ ン  
ブ リ と Ｐ Ｃ Ｂ と の 電 気 的 な 接 続 に は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 が 用 い ら れ る こ と が あ る 。 フ レ キ  
シ ブ ル 基 板 と Ｐ Ｃ Ｂ は 、 互 い に 対 向 し て 複 数 の 端 子 （ 接 続 パ ッ ド ） 同 士 が ハ ン ダ で 接 続 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 、 光 モ ジ ュ ー ル は 、 複 数 チ ャ ン ネ ル に 対 応 し て 高 機 能 化 及 び 小 型 化 さ れ 、 接 続 パ ッ  
ド 間 の 狭 ピ ッ チ 化 が 進 ん で い る 。 接 続 パ ッ ド 間 の ハ ン ダ に よ る 短 絡 を 防 止 す る た め に 、 接  
続 パ ッ ド 間 に 絶 縁 物 （ ソ ル ダ ー レ ジ ス ト ） が 配 置 さ れ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ で は 、 ソ ル  
ダ ー レ ジ ス ト は 接 続 パ ッ ド に 一 部 重 畳 し 、 特 許 文 献 ２ で は 、 ソ ル ダ ー レ ジ ス ト は 接 続 パ ッ  
ド に 重 畳 し な い 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 平 ６ － ５ ３ ６ ４ ３ 号 公 報
特 開 平 ７ － ２ ８ ３ ５ ２ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 基 板 同 士 の 接 続 に 用 い る ハ ン ダ は 、 二 つ の 基 板 に 挟 ま れ る こ と と な り 、 二 つ の 基 板 と の  
間 で 縦 方 向 に 逃 げ る こ と が で き ず 、 横 に 広 が り や す く な る 。 そ の た め Ｉ Ｃ の 搭 載 と 比 べ て  
、 接 続 パ ッ ド 間 の 短 絡 の 懸 念 が 高 ま る 。 単 純 に 接 続 パ ッ ド 間 隔 を 広 げ る こ と で 短 絡 そ の も  
の の 防 止 は 可 能 で あ る が 、 狭 ピ ッ チ 化 の 要 求 を 満 足 で き な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ソ ル ダ ー レ ジ ス ト が 接 続 パ ッ ド に 一 部 重 畳 し て い る 構 造 （ 特 許 文 献 １ ） を 、 Ｐ Ｃ Ｂ 及 び  
フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 両 方 に 適 用 す れ ば 、 ソ ル ダ ー レ ジ ス ト が 広 く 配 置 さ れ る の で 短 絡 を 防  
止 す る こ と が で き 、 狭 ピ ッ チ 化 の 要 求 も 満 足 で き る 。 し か し 、 接 続 パ ッ ド の 一 部 が ソ ル ダ  
ー レ ジ ス ト に 覆 わ れ る た め に 、 ハ ン ダ に よ る 接 合 領 域 が 狭 く な り 、 イ ン ピ ー ダ ン ス の ミ ス  
マ ッ チ に よ っ て 高 周 波 特 性 に 影 響 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 高 周 波 特 性 へ の 影 響 を 抑 え つ つ 、 短 絡 を 防 止 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 （ １ ） 本 発 明 に 係 る 光 モ ジ ュ ー ル は 、 光 信 号 及 び 電 気 信 号 を 少 な く と も 一 方 か ら 他 方 に  
変 換 す る た め の 光 サ ブ ア セ ン ブ リ と 、 第 １ 面 を 有 し 、 複 数 の 第 １ パ ッ ド を 前 記 第 １ 面 に 備  
え る 第 １ 基 板 と 、 第 ２ 面 を 有 し 、 複 数 の 第 ２ パ ッ ド を 前 記 第 ２ 面 に 備 え 、 前 記 複 数 の 第 １  
パ ッ ド の そ れ ぞ れ と 前 記 複 数 の 第 ２ パ ッ ド の 対 応 す る １ つ か ら な る 一 対 の パ ッ ド が 対 向 す  
る よ う に 配 置 さ れ た 第 ２ 基 板 と 、 対 向 す る 前 記 一 対 の パ ッ ド を 接 合 す る ハ ン ダ と 、 前 記 複  
数 の 第 １ パ ッ ド の 隣 同 士 の 間 で 、 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 第 １ 面 に 接 触 し て 、 前 記 第 １ 面 及 び  
前 記 第 ２ 面 の 間 に 介 在 す る 第 １ 絶 縁 壁 と 、 前 記 複 数 の 第 ２ パ ッ ド の 隣 同 士 の 間 で 、 前 記 第  
２ 基 板 の 前 記 第 ２ 面 に 接 触 し て 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 の 間 に 介 在 す る 第 ２ 絶 縁 壁 と  
、 を 有 し 、 前 記 第 １ 絶 縁 壁 及 び 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 対 向 す る 前 記 一 対 の パ ッ ド の い ず れ に  
も 重 な ら ず に 、 前 記 第 １ 面 及 び 前 記 第 ２ 面 に 沿 っ た 方 向 に 隣 り 合 っ て い る こ と を 特 徴 と す  
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 第 １ 絶 縁 壁 及 び 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 に よ っ て 、 短 絡 が 防 止 さ れ る 。 第 １ 絶  
縁 壁 及 び 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 対 向 す る 一 対 の パ ッ ド の い ず れ に も 重 な ら な い の で 、 イ ン ピ  
ー ダ ン ス の ミ ス マ ッ チ が な く 、 高 周 波 特 性 へ の 影 響 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ ２ ） （ １ ） に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 第 １ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 ２ 基 板 の  
前 記 第 ２ 面 に 接 触 し 、 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 第 １ 面 に 接 触 し て い る こ と  
を 特 徴 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 （ ３ ） （ １ ） に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 第 １ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 ２ 基 板 の  
前 記 第 ２ 面 に 接 触 せ ず 、 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 前 記 第 １ 基 板 の 前 記 第 １ 面 に 接 触 し な い こ と  
を 特 徴 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ４ ） （ １ ） か ら （ ３ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 第 １  
絶 縁 壁 及 び 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 相 互 に 接 触 し て い る こ と を 特 徴 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ ５ ） （ １ ） か ら （ ３ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 第 １  
絶 縁 壁 及 び 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 相 互 に 接 触 し な い こ と を 特 徴 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ ６ ） （ １ ） か ら （ ５ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 第 １  
絶 縁 壁 は 、 前 記 複 数 の 第 １ パ ッ ド の 前 記 隣 同 士 の 方 向 に 、 前 記 ハ ン ダ の 全 体 に 隣 り 合 い 、  
前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 前 記 複 数 の 第 ２ パ ッ ド の 前 記 隣 同 士 の 方 向 に 、 前 記 ハ ン ダ の 全 体 に 隣  
り 合 う こ と を 特 徴 と し て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ７ ） （ １ ） か ら （ ６ ） の い ず れ か １ 項 に 記 載 さ れ た 光 モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 前 記 第 １  
絶 縁 壁 及 び 前 記 第 ２ 絶 縁 壁 は 、 ソ ル ダ ー レ ジ ス ト か ら な る こ と を 特 徴 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 光 モ ジ ュ ー ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 の 接 続 構 造 の 詳 細 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 基 板 の 詳 細 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ 基 板 の 裏 面 の 詳 細 な 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ２ に 示 す 接 続 構 造 の Ｖ － Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ２ に 示 す 接 続 構 造 の V I － V I 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 の 接 続 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 の 接 続 構 造 の 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 に 、 図 面 に 基 づ き 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 具 体 的 か つ 詳 細 に 説 明 す る 。 全 図 に お い て  
同 一 の 符 号 を 付 し た 部 材 は 同 一 又 は 同 等 の 機 能 を 有 す る も の で あ り 、 そ の 繰 り 返 し の 説 明  
を 省 略 す る 。 な お 、 図 形 の 大 き さ は 倍 率 に 必 ず し も 一 致 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
［ 第 １ の 実 施 形 態 ］
　 図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 光 モ ジ ュ ー ル の 斜 視 図 で あ る 。 光 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ は 、  
送 信 機 能 及 び 受 信 機 能 を 有 す る ト ラ ン シ ー バ で あ り 、 Ｑ Ｓ Ｆ Ｐ - Ｄ Ｄ （ Q u a d  s m a l l  f o r m -  
f a c t o r  p l u g g a b l e  D o u b l e  D e n s i t y ） 規 格 に 適 応 し て お り 、 伝 送 レ ー ト は ４ ０ ０ Ｇ ｂ ｉ  
ｔ ／ ｓ で あ る が 、 他 の 規 格 や 伝 送 レ ー ト で の 使 用 を 限 定 す る も の で は な い 。 光 モ ジ ュ ー ル  
１ ０ ０ は 、 モ ジ ュ ー ル ケ ー ス １ ０ ２ （ 筺 体 ） と 、 光 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ と 、 第 １ 基 板 １ ２  
と 、 第 ２ 基 板 １ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 光 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ は 、 放 熱 面 と な る 底 部 を 有 す る ボ ッ ク ス 型 で あ り 、 光 信 号 及 び 電  
気 信 号 を 少 な く と も 一 方 か ら 他 方 に 変 換 す る よ う に な っ て い る 。 光 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ は  
、 例 え ば 、 光 送 信 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ Ａ 及 び 光 受 信 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ Ｂ の 少 な く と も 一  
方 で あ る 。 光 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ は 、 複 数 の 半 導 体 素 子 ( 送 信 側 で は レ ー ザ ー ダ イ オ ー ド 等  
の 発 振 素 子 、 受 信 側 で は フ ォ ト ダ イ オ ー ド 等 の 受 光 素 子 ) を 内 蔵 し 、 複 数 チ ャ ン ネ ル に 対 応  
し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 基 板 １ ２ 及 び 第 ２ 基 板 １ ４ は 相 互 に 接 続 さ れ て い る 。 光 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ と 第 １  
基 板 １ ２ と は 、 第 ２ 基 板 １ ４ を 介 し て 接 続 さ れ る 。 第 １ 基 板 １ ２ よ り 電 気 信 号 が 第 ２ 基 板  
１ ４ を 介 し て 光 送 信 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ Ａ へ 伝 送 さ れ る 。 光 受 信 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ Ｂ よ  
り 電 気 信 号 が 第 ２ 基 板 １ ４ を 介 し て 第 １ 基 板 １ ２ へ 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ は 、 第 １ 基 板 １ ２ 及 び 第 ２ 基 板 １ ４ の 接 続 構 造 の 詳 細 な 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 第  
１ 基 板 １ ２ の 詳 細 な 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 基 板 １ ２ は 、 例 え ば プ リ ン ト 基 板 （ Ｐ Ｃ Ｂ ） な ど の リ ジ ッ ド 基 板 で あ る 。 第 １ 基 板  
１ ２ は 、 複 数 の 第 １ パ ッ ド １ ６ を 第 １ 面 １ ８ に 備 え て い る 。 複 数 の 第 １ パ ッ ド １ ６ は 、 複  
数 の 第 １ 接 地 パ ッ ド １ ６ Ａ と 、 複 数 の 第 １ 信 号 パ ッ ド １ ６ Ｂ を 含 む 。 第 １ 接 地 パ ッ ド １ ６  
Ａ は 、 グ ラ ン ド ラ イ ン ２ １ に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ 信 号 パ ッ ド １ ６ Ｂ は 、 第 １ 信  
号 ラ イ ン ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 第 １ 信 号 ラ イ ン ２ ０ 、 グ ラ ン ド ラ イ ン ２ １ は 、 第 １ 絶 縁  
層 ２ ２ に 覆 わ れ て 保 護 さ れ て い る 。 複 数 の 第 １ パ ッ ド １ ６ の そ れ ぞ れ は 、 第 １ 絶 縁 層 ２ ２  
か ら 少 な く と も 一 部 が 露 出 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 複 数 の 第 １ パ ッ ド １ ６ の 隣 同 士 の 間 に 、 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 絶 縁 壁  
２ ４ は 、 第 １ 基 板 １ ２ の 第 １ 面 １ ８ に 接 触 し て い る 。 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ は 、 ソ ル ダ ー レ ジ ス  
ト か ら な る 。 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ は 、 第 １ 絶 縁 層 ２ ２ の 一 部 で あ り 、 最 も 外 側 の 第 １ パ ッ ド １  
６ の 外 側 に も 第 １ 絶 縁 層 ２ ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ は 、 第 ２ 基 板 １ ４ の 裏 面 の 詳 細 な 平 面 図 で あ る 。 第 ２ 基 板 １ ４ は 、 例 え ば フ レ キ シ  
ブ ル 基 板 で あ る 。 第 ２ 基 板 １ ４ は 、 光 サ ブ ア セ ン ブ リ １ ０ に 取 り 付 け ら れ る フ ィ ー ド ス ル  
ー （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ る 。 第 ２ 基 板 １ ４ は 、 第 ２ 面 ２ ８ を 有 す る 。 第 ２ 面 ２ ８ は 、 図  
２ に 示 す 表 面 と は 反 対 の 面 （ 裏 面 ） で あ る 。 第 ２ 基 板 １ ４ は 、 複 数 の 第 ２ パ ッ ド ３ ０ を 第  
２ 面 ２ ８ に 備 え て い る 。 複 数 の 第 ２ パ ッ ド ３ ０ は 、 第 ２ 面 ２ ８ に 設 け ら れ た グ ラ ン ド プ レ  
ー ン （ 図 示 せ ず ） に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 第 ２ 接 地 パ ッ ド ３ ０ Ａ と 、 図 ２ に 示 す 表 面 に 設 け  
ら れ た 第 ２ 信 号 ラ イ ン ３ ２ に 接 続 さ れ る 第 ２ 信 号 パ ッ ド ３ ０ Ｂ を 含 む 。 な お 、 図 示 し な い  
グ ラ ン ド プ レ ー ン 及 び 第 ２ 信 号 ラ イ ン ３ ２ は 、 第 ２ 絶 縁 層 ３ ５ 、 第 ２ カ バ ー 層 ３ ４ に 覆 わ  
れ て 保 護 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 複 数 の 第 ２ パ ッ ド ３ ０ の 隣 同 士 の 間 に 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 第 ２ 絶 縁 壁 ３  
６ は 、 第 ２ 基 板 １ ４ の 第 ２ 面 ２ ８ に 接 触 し て い る 。 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 ソ ル ダ ー レ ジ ス ト  
か ら な る 。 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 第 ２ 絶 縁 層 ３ ５ の 一 部 で あ り 、 最 も 外 側 の 第 ２ パ ッ ド ３ ０  
の 外 側 に も 第 ２ 絶 縁 層 ３ ８ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ５ は 、 図 ２ に 示 す 接 続 構 造 の Ｖ － Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。 図 ６ は 、 図 ２ に 示 す 接 続 構 造 の  
V I － V I 線 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 複 数 の 第 １ パ ッ ド １ ６ の そ れ ぞ れ と 複 数 の 第 ２ パ ッ ド ３ ０ の 対 応 す る １ つ か ら な る 一 対  
の パ ッ ド Ｐ は 、 対 向 す る よ う に な っ て い る 。 対 向 す る 一 対 の パ ッ ド Ｐ は 、 ハ ン ダ ４ ０ で 接  
合 さ れ て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 第 ２ パ ッ ド ３ ０ は 、 ビ ア ホ ー ル ４ ２ を 有 し て い る 。 ビ  
ア ホ ー ル ４ ２ は 、 第 ２ 基 板 １ ４ を 貫 通 し て お り 、 ハ ン ダ ４ ０ を 溶 融 し て 、 第 ２ 基 板 １ ４ の  
表 面 （ 図 ２ ） か ら 第 ２ 面 ２ ８ の 方 向 に 流 し 込 む こ と が で き る 。 こ う し て 、 ハ ン ダ ４ ０ は 一  
対 の パ ッ ド Ｐ の 間 に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ 及 び 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 第 １ 面 １ ８ 及 び 第 ２ 面 ２ ８ の 間 に 介 在 す る 。 第  
１ 絶 縁 壁 ２ ４ は 、 第 ２ 基 板 １ ４ の 第 ２ 面 ２ ８ に 接 触 し て い る 。 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 第 １ 基  
板 １ ２ の 第 １ 面 １ ８ に 接 触 し て い る 。 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ 及 び 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 同 じ 高 さ で  
あ る こ と が 望 ま し い が 、 第 １ パ ッ ド １ ６ 又 は 第 ２ パ ッ ド ３ ０ よ り も 高 け れ ば 、 異 な る 高 さ  
で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ 及 び 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 対 向 す る 一 対 の パ ッ ド Ｐ の い ず れ に も 重 な ら な  
い 。 そ の た め 、 第 １ パ ッ ド １ ６ 又 は 第 ２ パ ッ ド ３ ０ の 、 ハ ン ダ ４ ０ に よ る 接 合 領 域 が 狭 く  
な ら ず 、 イ ン ピ ー ダ ン ス の ミ ス マ ッ チ に よ っ て 高 周 波 特 性 が 劣 化 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ 及 び 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 第 １ 面 １ ８ 及 び 第 ２ 面 ２ ８ に 沿 っ た 方 向 に 隣 り  
合 っ て 、 相 互 に 接 触 し て い る 。 こ れ は 、 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ 及 び 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ の そ れ ぞ れ の  
側 面 を 当 て て 、 第 １ 基 板 １ ２ 及 び 第 ２ 基 板 １ ４ の 位 置 合 わ せ が 行 わ れ た 結 果 で あ る 。 ま た  
、 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ 及 び 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ の 製 造 ば ら つ き や 接 続 時 の 位 置 ズ レ が あ っ て も 、 隣  
同 士 の 第 １ パ ッ ド １ ６ の 間 及 び 隣 同 士 の 第 ２ パ ッ ド ３ ０ の 間 に 、 確 実 に 壁 を 作 る こ と が で  
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 １ 絶 縁 壁 ２ ４ は 、 複 数 の 第 １ パ ッ ド １ ６ の 隣 同 士 の 方 向 に 、 ハ ン ダ ４ ０ の 全 体 に 隣 り  
合 っ て い る 。 第 ２ 絶 縁 壁 ３ ６ は 、 複 数 の 第 ２ パ ッ ド ３ ０ の 隣 同 士 の 方 向 に 、 ハ ン ダ ４ ０ の  
全 体 に 隣 り 合 っ て い る 。 こ れ に よ り 、 ハ ン ダ ４ ０ の 流 動 に よ る 短 絡 防 止 の 効 果 が 確 実 に 得  
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ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 第 １ 基 板 １ ２ 及 び 第 ２ 基 板 １ ４ の 組 み 合 わ せ は 、 リ ジ ッ ド 基 板 及 び リ ジ ッ ド 基 板  
、 あ る い は 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 及 び フ レ キ シ ブ ル 基 板 で あ っ て も よ い 。 ま た は 、 光 サ ブ ア  
ッ セ ン ブ リ に 取 り 付 け ら れ る フ ィ ー ド ス ル ー （ セ ラ ミ ッ ク 配 線 基 板 ） が 第 ２ 基 板 で あ っ て  
も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
［ 第 ２ の 実 施 形 態 ］
　 図 ７ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 の 接 続 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 本 実  
施 形 態 で は 、 第 １ 絶 縁 壁 ２ ２ ４ 及 び 第 ２ 絶 縁 壁 ２ ３ ６ が 相 互 に 接 触 し な い が 、 そ れ で も 二  
重 の 壁 が 形 成 さ れ る の で 、 ハ ン ダ ２ ４ ０ の 溶 融 時 の 流 動 に よ る 短 絡 防 止 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
［ 第 ３ の 実 施 形 態 ］
　 図 ８ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 第 １ 基 板 及 び 第 ２ 基 板 の 接 続 構 造 の 断 面 図 で あ る 。 本 実  
施 形 態 で は 、 第 １ 絶 縁 壁 ３ ２ ４ は 、 第 ２ 基 板 ３ １ ４ の 第 ２ 面 ３ ２ ８ に 接 触 し な い 。 第 ２ 絶  
縁 壁 ３ ３ ６ は 、 第 １ 基 板 ３ １ ２ の 第 １ 面 ３ １ ８ に 接 触 し な い 。 第 １ 絶 縁 壁 ３ ２ ４ 及 び 第 ２  
絶 縁 壁 ３ ３ ６ は 、 相 互 に 接 触 し な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 形 態 で も 、 二 重 の 壁 に よ っ て 、 溶 融 し た ハ ン ダ ３ ４ ０ が 流 動 す る と き の パ ス を 長  
く す る こ と が で き 、 溶 融 し た ハ ン ダ ３ ４ ０ の 粘 性 の 特 徴 も 相 ま っ て 、 短 絡 を 確 実 に 防 止 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ る 。 例 え  
ば 、 実 施 形 態 で 説 明 し た 構 成 は 、 実 質 的 に 同 一 の 構 成 、 同 一 の 作 用 効 果 を 奏 す る 構 成 又 は  
同 一 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 構 成 で 置 き 換 え る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 １ ０   光 サ ブ ア セ ン ブ リ 、 １ ０ Ａ   光 送 信 サ ブ ア セ ン ブ リ 、 １ ０ Ｂ   光 受 信 サ ブ ア セ ン ブ  
リ 、 １ ２   第 １ 基 板 、 １ ４   第 ２ 基 板 、 １ ６   第 １ パ ッ ド 、 １ ６ Ａ   第 １ 接 地 パ ッ ド 、 １ ６  
Ｂ   第 １ 信 号 パ ッ ド 、 １ ８   第 １ 面 、 ２ ０   第 １ 信 号 ラ イ ン 、 ２ １   グ ラ ン ド ラ イ ン 、 ２ ２   
第 １ 絶 縁 層 、 ２ ４   第 １ 絶 縁 壁 、 ２ ６   第 １ 絶 縁 層 、 ２ ８   第 ２ 面 、 ３ ０   第 ２ パ ッ ド 、 ３  
０ Ａ   第 ２ 接 地 パ ッ ド 、 ３ ０ Ｂ   第 ２ 信 号 パ ッ ド 、 ３ ２   第 ２ 信 号 ラ イ ン 、 ３ ４   第 ２ カ バ  
ー 層 、 ３ ５   第 ２ 絶 縁 層 、 ３ ６   第 ２ 絶 縁 壁 、 ３ ８   第 ２ 絶 縁 層 、 ４ ０   ハ ン ダ 、 ４ ２   ビ  
ア ホ ー ル 、 １ ０ ０   光 モ ジ ュ ー ル 、 １ ０ ２   モ ジ ュ ー ル ケ ー ス 、 ２ ２ ４   第 １ 絶 縁 壁 、 ２ ３  
６   第 ２ 絶 縁 壁 、 ２ ４ ０   ハ ン ダ 、 ３ １ ２   第 １ 基 板 、 ３ １ ４   第 ２ 基 板 、 ３ １ ８   第 １ 面  
、 ３ ２ ４   第 １ 絶 縁 壁 、 ３ ２ ８   第 ２ 面 、 ３ ３ ６   第 ２ 絶 縁 壁 、 ３ ４ ０   ハ ン ダ 、 Ｐ   パ ッ ド 。
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 7265460 B2 2023.4.26(10)

フロントページの続き

(72)発明者　 村上  大介
神奈川県相模原市中央区小山四丁目１番５５号  ＣＩＧ  Ｐｈｏｔｏｎｉｃｓ  Ｊａｐａｎ株式会社内

審査官　 山本  元彦
(56)参考文献 特開２０１９－１２１６４４（ＪＰ，Ａ）

特開２００７－３０５８６３（ＪＰ，Ａ）
特開２００４－３４２９６９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１６－１８１５８４（ＪＰ，Ａ）
米国特許出願公開第２０１９／０１７４６２０（ＵＳ，Ａ１）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｇ０２Ｂ      ６／１２－６／１４
Ｇ０２Ｂ      ６／２６－６／２７
Ｇ０２Ｂ      ６／３０－６／３４
Ｇ０２Ｂ      ６／４２－６／４３
Ｈ０５Ｋ      １／１４
Ｈ０５Ｋ      ３／３６
ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＳＴＣｈｉｎａ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

